
長瀬・沓村研究室（創薬化学）
国際統合睡眠医科学研究機構 （WPI-IIIS)

当研究室 、創薬を見据えた研究室です。一重に創薬と言っても、病気 本質が分からなけ
れ 、薬 創製 出来ません。「何を到達目標とし、何を知るために、何をすべきか」。脳科学
を題材として、みんなで様々な事を議論をしてみませんか。分からない事だらけと心配になるあ
なた、当研究室 そんなあなたを歓迎します。

ヒトが長期間不快な感覚刺激やストレスにさらされる時、脳が正常に機能し難くなること 、ごく
自然に理解出来る事である。しかしながら、そ 正常で ない脳機能が、一体「どこで、ど よう
に、どうやって起こり得る か」、全貌 未だミステリーである。当研究室で 、ストレスや慢性的
な痛み、痒みを題材とし、これらによって引き起こされる睡眠や情動、感覚障害がど 様に起こり
得る かを脳 神経回路と可塑性をキーワードに研究を展開する。そこで得られた知見が、病
気 本質を解明する一歩に繋がると共に、新たな創薬研究 シーズとして社会還元と貢献に繋
がることを期待している。

連絡先：沓村 憲樹 教授 E-mail: kutsumura.noriki.gn@u.Tsukuba.ac.jp HP: http://nagase.wpi-iiis.tsukuba.ac.jp/

“睡眠・情動機能障害の病態に迫る神経科学研究
と創薬シーズの探索を目指して”

～ストレスや持続的な感覚刺激は、脳に何をもたらすのか～
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